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1.  

 解答  ③ 

 

【解説】 

[和訳] その従業員は、予定より早くプロジェクトを終わらせることで、上司に好印象を与えようと懸

命に働きました。 [解説] 良い仕事をして上司に認めさせたい、感銘を与えたいという文脈から、

③impress（～に感銘を与える/印象付ける）が適切です。誤答の①expressは（表現する）、②depress

は（落胆させる）、④suppressは（抑圧する）なので不適です。 

◆補足：  コロケーション】be impressed with: ～に感銘を受ける, impress A on B: Aを Bに印象付

ける /  類義語・使い分け】move: 感動させる（感情的に）, touch: 心を動かす /  多義語】なし 

 

 

2.  

 解答  ③ 

 

【解説】 

[和訳] 科学者たちは、これまでに見られたことのない、海底に生息する奇妙な生き物を発見しまし

た。 [解説] 「海底に生息している（living at the bottom）」ものという文脈から、③creature（生き

物）が適切です。誤答の①climateは（気候）、②cultureは（文化）、④creationは（創造）なので不

適です。 

◆補足：  コロケーション】living creature: 生き物, sea creature: 海洋生物 /  類義語・使い分け】

creature: 生き物（創造物というニュアンス含む）, animal: 一般的な動物, being: 存在・生命体 / 

 多義語】手先、傀儡（かいらい） 

 

 

3.  

 解答  ② 

 

【解説】 

[和訳] この古い手紙の筆跡はとても汚いので、私は言葉をほとんど判読できません。 [解説] 字が汚

くて読めない（判読できない）という文脈から、②make out（～を判読する/理解する）が適切です。



誤答の①give upは（あきらめる）、③take overは（引き継ぐ）、④put offは（延期する）なので不適

です。 

◆補足：  コロケーション】make out what he said: 彼が言ったことを聞き取る, make out the sign: 看

板の字を読む /  類義語・使い分け】figure out: 理解する・解決する, distinguish: 見分ける・識別

する /  多義語】make out: （口語）いちゃつく 

 

 

4.  

 解答  ② 

 

【解説】 

[和訳] 医師は彼に、過度な飲酒は肝臓に深刻な損傷を与えると警告しました。 [解説] 「肝臓に深刻

な損傷を与える」原因として適切なのは、量が多すぎることを示す②excessive（過度の）です。誤答

の①exclusiveは（排他的な）、③expensiveは（高価な）、④expressiveは（表現豊かな）なので不適

です。 

◆補足：  コロケーション】excessive noise: 過度な騒音, excessive speed: スピードの出しすぎ / 

 類義語・使い分け】excessive: 過度の（必要以上）, too much: （口語）多すぎる, extreme: 極端な 

/  多義語】なし 

 

 

5.  

 解答  ② 

 

【解説】 

[和訳] 校則には、すべての生徒がキャンパスにいる間は制服を着用しなければならないと明確に記さ

れています。 [解説] 規則や法律が内容を「定めている／述べている」という文脈では、②state（～を

述べる／明記する）が適切です。誤答の①standは（立つ）、③startは（始める）、④stayは（滞在す

る）なので不適です。 

◆補足：  コロケーション】state clearly: 明確に述べる, state of emergency: 非常事態 /  類義語・

使い分け】say: 言う（一般的）, declare: 宣言する /  多義語】州、状態 

 

 

6.  

 解答  ② 

 

【解説】 

[和訳] その会社は、学生が外国語をより速く習得するのに役立つ新しいソフトウェアプログラムを開

発する予定です。 [解説] 新しいソフトウェアを作るという文脈から、②develop（開発する）が適切

です。誤答の①inviteは（招待する）、③measureは（測定する）、④respectは（尊敬する）なので不

適です。 



◆補足：  コロケーション】develop a product: 製品を開発する, develop skills: スキルを伸ばす / 

 類義語・使い分け】develop: 段階的に発展・開発させる, create: 無から有を生み出す /  多義

語】病気を発症する（develop cancer）、フィルムを現像する 

 

 

7.  

 解答  ④ 

 

【解説】 

[和訳] この建物は現在は公立図書館ですが、以前は銀行として使われていました。 [解説] 「現在は

（now）」との対比で、過去の状態を表す④previously（以前に）が適切です。誤答の①preciselyは

（正確に）、②presentlyは（現在・まもなく）、③perfectlyは（完璧に）なので不適です。 

◆補足：  コロケーション】previously known as: 以前は～として知られていた /  類義語・使い分

け】formerly: 元は・以前は（役職や地位などによく使う）, before: 以前に（一般的な語） /  多義

語】なし 

 

 

8.  

 解答  ② 

 

【解説】 

[和訳] 大学の寮に住むことは、学生にとって新しい友達を作り、お金を節約する良い方法です。 [解

説] 学生が住む場所（live in）という文脈から、②dormitory（寮）が適切です。略して dormとも呼

ばれます。誤答の①laboratoryは（実験室）、③territoryは（領土）、④observatoryは（観測所）なの

で不適です。 

◆補足：  コロケーション】stay in a dormitory: 寮に滞在する, college dormitory: 大学の寮 /  類義

語・使い分け】residence hall: 学生寮（dormitoryのより正式な言い方）, boarding house: 下宿屋 / 

 多義語】なし 

 

 

9.  

 解答  ① 

 

【解説】 

[和訳] この感動的な映画は、多くの困難を乗り越えた音楽家に関する実話に基づいています。 [解説] 

映画や物語が事実や原作を土台にしていることを表す表現 is based on（～に基づいている）を作るた

め、①based onが適切です。誤答の②called onは（～を訪問した／指名した）、③kept onは（～し続

けた）、④put onは（～を身に着けた）なので不適です。 

◆補足：  コロケーション】be based on fact: 事実に基づいている, based on the novel: 小説に基づい

ている /  類義語・使い分け】founded on: （理論などが）～に基づいている /  多義語】なし 

 



 

10.  

 解答  ① 

 

【解説】 

[和訳] 生徒たちは手作りクッキーを売ることで、地元の動物保護施設のためにお金を集めようとして

います。 [解説] 寄付金などを「集める」という意味で、①raiseが適切です。raise moneyで「資金を

集める」。誤答の②riseは（上がる・自動詞）、③ariseは（生じる）、④rideは（乗る）なので不適で

す。 

◆補足：  コロケーション】raise money: お金を集める, raise a hand: 手を挙げる /  類義語・使い

分け】collect: 集める（物や金銭を）, gather: 寄せ集める /  多義語】raise: （子供を）育てる、

（賃金を）上げる 

 

 

11.  

 解答  ② 

 

【解説】 

[和訳] 多くの訪問者が歴史的な城を見に来るため、その都市は観光業に大きく依存しています。 [解

説] 訪問者（visitors）を受け入れる産業として、②tourism（観光業/観光旅行）が適切です。誤答の

①biologyは（生物学）、③justiceは（正義）、④violenceは（暴力）なので不適です。 

◆補足：  コロケーション】promote tourism: 観光を促進する, mass tourism: 大衆観光旅行 /  類義

語・使い分け】travel: 旅行（一般的な行為）, sightseeing: 観光（名所旧跡を見て回ること） /  多

義語】なし 

 

 

12.  

 解答  ④ 

 

【解説】 

[和訳] 今日使われている多くの英単語は、古代のラテン語やギリシャ語にその起源を持っています。 

[解説] 言葉がどこから来たか（由来）を説明する文脈から、④origin（起源/由来）が適切です。誤答

の①effortは（努力）、②limitは（限界）、③finishは（終わり）なので不適です。 

◆補足：  コロケーション】country of origin: 原産国, origin of life: 生命の起源 /  類義語・使い分

け】source: 源・情報源, root: 根源・ルーツ /  多義語】origin: （数学の）原点 

 

 

13.  

 解答  ① 

 

【解説】 



[和訳] 大雨は 3日間降り続いており、川沿いの地域で深刻な洪水を引き起こしています。 [解説] 3日

間止まずに洪水を引き起こしているという文脈から、①continuing（続いている）が適切です。誤答の

②improvingは（良くなっている）、③organizingは（組織している）、④disappearingは（消えてい

る）なので不適です。 

◆補足：  コロケーション】continuing efforts: 継続的な努力, continuing support: 継続的な支援 / 

 類義語・使い分け】continue: 状態や動作が途切れずに続く, last: 特定の期間続く（期間に焦点） / 

 多義語】なし 

 

 

14.  

 解答  ④ 

 

【解説】 

[和訳] 彼は傑出した演技力だけでなく、慈善活動でも有名です。 [解説] 「Aだけでなく Bも（not 

only A but also B）」の構文を作る④not onlyが適切です。誤答の①no longerは（もはや～ない）、

②no moreは（それ以上～ない）、③not anyは（全く～ない）なので不適です。 

◆補足：  コロケーション】not only... but also...: ～だけでなく～もまた /  類義語・使い分け】as 

well as: ～と同様に（B as well as Aの語順になる） /  多義語】なし 

 

 

15.  

 解答  ① 

 

【解説】 

[和訳] このコンピュータプログラムは、学生が英語の文法を効果的に学べるように設計されていま

す。 [解説] コンピュータ上で動作するソフトウェアを指す文脈から、①program（プログラム）が適

切です。誤答の②problemは（問題）、③progressは（進歩）、④processは（過程）なので不適です。 

◆補足：  コロケーション】exchange program: 交換留学プログラム /  類義語・使い分け】

software: ソフトウェア（不可算名詞・総称）, app: アプリ（特定の用途向けソフト） /  多義語】

（劇などの）進行表・番組 

 

 


